
「減災」による安全な長野県を目指して～ 

～自 然 と調 和 した「減 災 」対 策 ～ 

 

 長 野 県 は、変 化 に富 んだ気 候 が創 る、豊 かで美 しい自 然 を有 してお

り、私たちには、この大切な宝を後世に伝えていく責務があります。 

一方で、本県は急峻な地形が人々の暮らしの背後にまで迫っており、

それが突 然 牙 をむいて私 たちに予 想 を超 えた大 きな試 練 を与 えること

もあります。昨 年 ７月 には、諏 訪 湖 周 辺 で豪 雨 災 害 が発 生 し、尊 い人

命が奪われたことは記憶に新しいところであります。 

県 民 の生 命 ・財 産 を守 っていくためには、自 然 との調 和 を最 大 限 図

りながら、必 要 な対 策 を着 実 、確 実 に実施 していかなければなりません。

被 害 を最 小 限 に抑 える「減 災 」に向 けた対 策 に真 正 面 から取 り組 んで

いくことは、長野県知事に課せられた当然の責務であります。 

 平成 19 年度当初予算案においても、「減災」対策を重点施策として

おります。河 川 施 設 、砂 防 ・治 山 施 設 の整 備 、河 川 の浚 渫 ・護 岸 の日

常的な維持管理などの治水対策はもとより、緑の社会資本である森林

整備などの流域対策、排水施設の充実などの内水対策、更に耐震改

修 や危 機 管 理 体 制 の構 築 、消 防 団 活 動 への支 援 などを総 合 的 に展

開していくこととしております。 

 

浅 川 につきましても、河 川 改 修 を始 め、森 林 整 備 やハザードマップ

作 成 への支 援 など様 々な対 策 を実 施 してまいりました。しかしながら、

河川整備計画については、これまで多くの議論が行われてきましたが、

未 だ結 論 が出 されずに至 っています。県 民 の生 命 ・財 産 を守 っていく

ためには、行 政 の責 任 者 として逡 巡 することなく、一 刻 も早 く結 論 を出

さなければならないことから、私 自 身 も現 地 を視 察 し、多 くの皆 様 方 の

御 意 見 をお聞 きするとともに、土 木 工 学 ・河 川 工 学 の最 高 の知 見 を結



集 し、検 討 を行 ってまいりました。この結 果 、目 標 とする治 水 安 全 度

100 分の１、基本高水流量毎秒 450 立方メートルを踏襲し、確実性・

経 済 性 ・効 率 性 に優 れ、自 然 と調 和 する最 善 の治 水 対 策 として、「治

水 専 用 ダム（いわゆる穴 あきのダム）」と「河 川 改 修 」を組 み合 わせた対

策を進めるのが最も望ましいという判断に至りました。 

また、下 流 部 の内 水 対 策 として、浅 川 排 水 機 場 の増 強 を河 川 整 備

計 画 に位 置 づけるほか、従 来 の流 域 対 策 に加 え、上 流 域 の既 存 ため

池の治水利用も進めてまいります。 

 

引 き続 き、国 土 交 通 省 などとの協 議 、地 域 の皆 様 への適 切 な説 明

を行 い、河 川 整 備 計 画 の認 可 を目 指 してまいりますが、自 然 との調 和

を常 に念 頭 に置 き、県 民 の生 命 ・財 産 を守 るべく対 処 してまいりたいと

考えております。 

 


